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小学校入学の

前年4月〜６月

生後6か月から受け始めることができます 。（定期接種）

年齢・ワクチンの種類により、ご案内が異なるため、最新情報をご確認ください。

毎年10月〜11月頃の接種が目安です 。2歳以上なら鼻へスプレーするタイプの生ワクチンも選択できます。

海外渡航や集団生活の前に接種を推奨。（２歳から接種可能)

小学校6年生になったら受けましょう。15歳になる前に始めれば2回、

15歳以降なら3回の接種が必要です 。

渡航先によっては黄熱や狂犬病などの追加接種が必要になることがあります。予定が決まったら早めに専門のクリニ

ックへ相談してください 。
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ワクチンの種類

定期 B型肝炎 不活化
ワクチン

定期 ロタウイルス 生
ワクチン

定期 小児用肺炎球菌
不活化
ワクチン

定期
　五種混合

(ジフテリア・百日せき・破傷

風・ポリオ・ヒブ)

不活化
ワクチン

定期 BCG
生

ワクチン

定期
MR

(麻しん風しん混合)

生
ワクチン

定期
水痘

(みずぼうそう)

生
ワクチン

任意 おたふくかぜ
生

ワクチン

定期 日本脳炎
不活化
ワクチン

任意 新型コロナ
不活化
ワクチン

mRNA
ワクチン

任意 インフルエンザ
不活化
ワクチン

生
ワクチン

定期
HPV

(ヒトパピローマウイルス)

不活化
ワクチン

任意 髄膜炎菌
不活化
ワクチン

渡航ワクチン

(満年齢)

0歳のうちに合計3回の接種を済ませます 。

3回目は2回目から4〜5か月ほど間隔をあけます 。

２

不活化

生

ロタウイルスワクチンには、1価と5価の2タイプがあります 。

どちらかを生後14週6日までに1回目を開始し、決められた回数を受けます 。

11歳〜12歳で二種

混合を追加接種

接種済み

２１

生後2か月になった

ら、早めに同時接種

で受けましょう。

９歳〜12歳で

追加接種

十分な免疫をつけるために、計

2回の接種が推奨されます 。

百日せきを予防するため、追加で1回受けます 。

（任意接種）WHOもこの時期の追加接種をお勧

めしています。

接種対象：小6〜高1の女子

男子の接種も推奨されていま

す。（任意接種）

1歳の誕生日を迎えたら、小児用肺

炎球菌、五種混合、MR、水痘、お

たふくかぜをまとめて接種すること

も可能です 。

海外では三種混合ワク

チンの接種が一般的で

す。（任意接種）
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2026年4月版 定期予防接種の対象年齢予防接種スケジュール表 任意で接種できる年齢

同時接種可能なワクチン

（体調や状況によっては接種できない場合があるため、事前にかかりつけ医へご相談ください。）

ワクチン接種の推奨時期と回数１ ５~
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